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第
二
回
役
員
合
同
会
議
が
二
月
二
一
日(

木)

に
開

催
さ
れ
、
組
織
の
見
直
し
と
昨
年
一
〇
月
か
ら
年
末

に
掛
け
て
展
開
さ
れ
た

｢

組
織
強
化
月
間｣

の
成
果

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

懸
案
の
組
織
問
題
は
、
組
織
一
元
化
の
観
点
か
ら

こ
れ
ま
で
の

｢

支
部｣

か
ら

｢

地
区｣

に
移
行
す
る

こ
と
で
了
解
さ
れ
、
最
終
的
に
は
各
支
部
の
臨
時
総

会
に
て
了
承
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。(

別
掲)

ま
た
、｢

組
織
強
化
月
間｣

の
中
で
展
開
さ
れ
た

会
員
増
強
運
動
の
成
果
は
、
地
区
役
員
・
組
織
委
員

を
中
心
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
四
九
件
の
新
規

会
員
を
獲
得
で
き
ま
し
た
。
当
初
目
標
ま
で
は
届
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
組
織
率
七
三
・
八
％
は
取
り
巻

く
環
境
の
厳
し
さ
と
相
俟
っ
て
、
十
分
評
価
で
き
る

内
容
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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い
よ
い
よ
平
成
二
〇
年
度
が
始
ま
り
ま
し
て
、
私
も
会
長
就
任
一
〇
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
下
、
ま
た
新
た
な
会
員
を
迎
え
て
、
高
い

組
織
率
を
維
持
で
き
て
い
る
こ
と
は
、
環
境
の
厳
し
さ
を
考
慮
す
れ
ば
有
難
く
も

そ
れ
だ
け
に
責
任
を
痛
感
致
し
て
お
り
ま
す
。
先
人
の
高
い
見
識
と
、
こ
れ
に
賛

同
し
組
織
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
今
年
度
は
、｢

公
益
法
人｣

認
定
に
向
け
た
準
備
の
年
と
な
り
ま
す
。
既

に
組
織
の
見
直
し
で
は
、
昭
和
五
四
年
か
ら
の
遊
佐
・
八
幡
・
松
山
・
平
田
の
四

支
部
に
つ
い
て
、｢

地
区｣

運
営
に
切
り
替
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
も
地
域
活
動
を
重
視
し
つ
つ
、
本
会
と
の
一
体
化
を
図
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た

｢

会
計
の
一
元
化｣

で
は
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会
・
三
水
会
に
つ

き
、
予
算
・
決
算
の
組
立
て
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
益
々
事
業
の

｢

公
益
性｣

や

｢

社
会
貢
献｣

が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
既
に

｢

租
税
教
室｣

や

｢

公
開
講
演
会｣
に

は
相
当
注
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
更
に
継
続
的
に
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
を
、
三
部

会
や
委
員
会
を
中
心
に
検
討
い
た
だ
き
、(

社)

酒
田
法
人
会
の
地
域
に
お
け
る
展

開
が
し
っ
か
り
定
着
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に
付

け
て
も
、
広
く
会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
と
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

新
た
な
年
度
も
、
税
務
当
局
や
税
理
士
会
と
の
意
見
交
換
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
な
が
ら
、
時
流
に
立
ち
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
当
会
は
申
す
ま
で
も
無
く
、
開
か
れ
た
会
員
交
流
の
�
場
�
で
あ
り
、

緩
や
か
な
が
ら
し
っ
か
り
し
た
組
織
で
あ
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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三
月
六
日

｢

営
業
セ
ミ
ナ
ー｣

が
講
師
に
高
澤
彰
氏

(

タ
カ
ザ
ワ

企
画
代
表
取
締
役)

を
招
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は

｢

営
業

職
の
役
割
と
求
め
ら
れ
る
能
力
・

資
質｣

(

左
記)

に
つ
い
て
強
調

し
つ
つ
、
第
一
線
の
現
場
体
験
を

基
に
、
実
践
的
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

示
し
て
の
講
義
は
、
新
人
か
ら
ベ

テ
ラ
ン
に
至
る
ま
で
、
大
変
有
益

な
内
容
で
し
た
。
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昨年10月から検討して参りました ｢支部組織の見直し｣ につき､ 組織委員会・支部長会議・理事会の論議

を踏まえ､ 本年３月末開催の４支部の ｢臨時総会｣ にて以下の内容で了承・決定されました｡

� ������

① ３商工会 (八幡町・松山町・平田町) の合併 (平成20年４月) に伴い､ ３支部の今後の在り方を検討

する必要が生じた｡

② ｢公益法人認定｣ 申請に向けて､ 支部組織の本会への一元化が望ましいとの判断に至った｡

� ������

① 遊佐支部を含めた４支部につき､ ｢地区｣ 組織とし現行酒田 ｢７地区｣ と並列に位置づける｡

② これまでの自主的運営 (総会・役員会・自主事業等) から､ 本会への組織の一元化に移行するが､ 新

たな ｢地区運営規程｣ を以て､ 今後とも地域性を重視し､ 連帯感のもてる組織を目指す｡

③ 各商工会との関係は､ 相互に会員登録をすることで､ 従来通りの友誼関係を維持継続する｡

④ 新体制に伴う具体的機能変更点は概略下記一覧の通り

� � � � � � �

� 	 ○○支部 ○○地区


���

支部長
副支部長 (２名以内)
理事 (若干名)
監事 (２名)

地区長
副地区長 (２名以内)
地区委員 (若干名)

＊Ｈ20年度は中間年であり､ 現役
員体制を維持継続する
＊監事 (なし)

��� 支部総会 (本会総会・理事会)

� 

支部役員会 地区役員会
(地区懇談会)

(定期開催)
＊人事・自主事業等
(本会へ報告承認)

＊本会決定事項の伝達・徹底

����

商工会へ委託 委託解消
＊商工会会員として
のサービスを享受

＊会費徴収 (本会)
＊会報等の配布 (〃)

� � �

�����

個別・共催 ●商工会共催継続
●自主事業 (随時)

＊企画書作成・承認

� ������� �!"#

昭和61年５月９日施行の ｢地区設置規程｣ を見直し､ 既存酒田７地区とも同等の運営を目指し､ ｢地区

運営規程｣ を設ける｡

� $ % & '

平成20年４月１日とする｡
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昨年度の ｢支部組織の見直し｣ の結論を受けて､ これまで遊佐・八幡・松山・平田の４支部がそれぞれ

｢地区｣ に移行するに当たり､ 既存の酒田７地区をも包含する ｢地区運営規程｣が以下の通り決定致しました｡

� ��������

① 地区区分は現状通りとする｡
② 人的ネットワークを重視し､ 分会は設けない｡
③ ｢地区役員会｣ (地区懇談会) の定期的開催を目指す｡
④ ｢事務所｣ を本会に置く｡
⑤ 地区役員事務所および地区長が定めるところを ｢連絡所｣ とする｡
⑥ ｢運営予算｣ を設ける｡

� 	
����

(目 的) 第１条
社団法人酒田法人会 (以下 ｢本会｣という) の円滑な運営と組織の発展を図るために､
地区運営に関する規程を定める｡

(地区の設置) 第２条
本会の管轄地域を､ ｢地域性の重視｣ と ｢連帯感の醸成｣ を基本に別表の通り分割し､
地区を設置する｡

(役員の委嘱) 第３条

地区に次の役員を置く｡ 地 区 長 １名
副地区長 ２名以下
地区委員 若干名

２. 地区役員の選任は次による｡
① 地区長および副地区長は､ 地区役員の互選を経て､ 本会理事会の推薦により､
会長が委嘱する｡
② 地区委員は､ 地区長の推薦により､ 会長が委嘱する｡

(役員の任期) 第４条
前条の役員の任期は２年とし､ 再選は妨げない｡
２. 補欠による場合は､ 前任者の残任期間とする｡

(役員の職務) 第５条

地区役員は次の職務を行う｡
① 地区長は､
ア. 地区活動の一切を統括する｡
イ. 本会との連絡連携を図り､ 理事会等の決定事項伝達と地区会員の意見要望集
約・反映など､ 以って地区の円滑な運営を図る｡

ウ. 研修会等本会事業に地区委員と連携し､ 会員の積極的な参加を促進する｡
エ. 会員増強にあたり､ 地区委員と一致協力し本会の発展を期す｡
② 副地区長は､
ア. 地区長を補佐し､ 活動の円滑な運営を図る｡
イ. 地区長事故あるときは､ その職務を代行する｡
③ 地区委員は､
ア. 会員との交流を通じ､ 情報伝達・意思疎通を図り､ 本会活動への参加意識の
高揚に努める｡

イ. 地区長と協力して会員増強に努め､ 本会の発展を期す｡

(地区役員会) 第６条

本会との連携と地区運営につき協議するため､ 定期的に地区役員会を開催する他､ 地
区長が必要と認めたときに開催する｡
２. 地区役員会は地区役員 (正副地区長・地区委員) を以って構成する｡
３. 協議内容により本会・理事および組織委員の参加を要請する｡

(地区懇談会) 第７条
地区会員との交流・情報交換の場として､ 地区長が必要と認めたときは地区懇談会を
開催することが出来る｡

(事 務 局) 第８条 地区事務局は本会に置く｡

(連 絡 所) 第９条
地区会員および地域との連絡を密にするため､ 地区役員事務所および地区長の定める
所を ｢(社)酒田法人会連絡所｣ とする｡

(運 営 予 算) 第10条
地区役員数に応じた運営予算を設ける他､ 独自の事業計画については理事会の承認を
得て､ 本会事業の一環として予算措置を行う｡

(規程の改廃) 第11条 この規程は､ 本会理事会の決議により､ 改廃することができる｡

(別表) 〈既設地区〉 北部 駅東 中央上 中央下 東部 南部 河南
〈新設地区〉 遊佐 八幡 松山 平田
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現
在
の

｢

酒
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ｣

の
住
所
は
、
酒
田
市
北
沢
字
鷹
尾
山
一
番

地
で
あ
る
。｢

鷹
尾
山｣
の
歴
史
を
紐
解

い
て｢

酒
田
の
歴
史｣

の
一
端
と
し
た
い
。

標
高
三
五
二
ｍ
の
こ
の
山
は
、
そ
の
昔

｢

修
験
者
の
山｣

で
あ
っ
た
。
そ
の
北
側

に
、
八
幡
町
を
見
越
し
た
先
に

｢

霊
峰
・

鳥
海
山｣

が
聳
え
、
古
代
か
ら
火
を
噴
く

｢

神
の
山｣

と
し
て
崇
め
ら
れ
、
欽
明
天

皇
の
御
世

(

五
六
四
年)

山
上
に
祭
神
が

鎮
座
さ
れ
た
。
こ
の
鳥
海
山
、
文
献
に
残

る
だ
け
で
八
度
も
噴
火
を
繰
り
返
し
、
そ

の
様
を
遥
拝
す
る
位
置
に
あ
る
鷹
尾
山
に

修
験
道
を
極
め
ん
と
す
る
衆
徒
が
集
ま
っ

て
き
て

｢

一
山｣

を
成
し
た
の
は
当
然
と

言
え
ま
し
ょ
う
。

道
路
整
備
が
不
十
分
だ
っ
た

(

出
来
て

い
な
か
っ
た
？)

時
代
、
文
化
・
宗
教
の

伝
播
は
、
海
路
・
山
の
尾
根
伝
い
・
川
伝

い
が
ル
ー
ト
で
、
鷹
尾
山
は
外
来
の
者
・

修
験
者
等
の
行
き
来
と
、｢

水
の
神｣

が

祭
ら
れ
る
愛
澤
神
社
詣
で
の
百
姓
・
平
田

郷
大
町
講
の
者
た
ち
で
大
い
に
賑
わ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。(

大
泉
叢
書)

｢
鷹
尾

山
三
千
坊｣

と
呼
ば
れ
た
所
以
で
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
鷹
尾
山
系
は

｢
真

言
密
教｣

で
あ
り
、
南
北
朝
時
代

｢

生
石

延
命
寺｣

は
鷹
尾
衆
徒
の
一
大
拠
点
で
あ

っ
た
。(

中
略)

こ
の
後
、
平
安
時
代
中
期
、
陸
奥
の
豪

族

｢

安
倍
氏｣

が
登
場
し
、
天
喜
四
年

(

一
〇
五
六
年)

出
羽
に
来
奔
。
鷹
尾
山

愛
澤
詣
で
し
て
以
降
、
天
正
一
九
年

(

一

五
九
一
年)

ま
で
、
北
俣

(

平
田)

の
地

と
の
係
わ
り
が
、
鹿
嶋
安
倍
家
系
図
な
ど

に
見
ら
れ
る
。

(

平
田
町
史)
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１ あのルシードを生んだ先進性と差別化戦略！

(株・マンダム)

２ 市場構造の劇的変化に切り込むニッチャー戦

略！ (江崎グリコ)

３ 業界常識を超えた専門職の企業内組織化で急

成長 (日商インターライフ)

４ “サービスは人”に集約したＳＳ新流通戦略！

(ＭＫ石油)

５ 業界常識を打ち破る価格破壊と

イメージ戦略！ (はせがわ)

６ 業界のパイオニアにしてなお企

業革新！ (ふくや)

７ 大手がなし得なかった新市場創

造！ (ハウスオブローゼ)

８ 情報発信力強化で実現した卸の

新存在価値！ (サンエス)

９ 生存領域の限定と企業内イノベ

ーションで勝ち進む！ (マックス)

�� !

＊後継社長の新たな出発

㈱高山堂社長 竹本 清三氏

＊ある青年社長の物語 (経営理念を考える) (40分)

"�# �

＊コンプライアンス経営とは何か？ (26分)

＊会社決算と申告のチェックポイント (約30分)

＊ダニエル・カールの税制改正って何？ (16分)

$�%&'(����

＊＊ててんんびびんんのの詩詩 ((各各9900分分))

ⅠⅠ.. 第第１１部部 原原点点編編

少少年年はは涙涙のの向向ここううにに商商いいのの真真髄髄をを見見たた！！

Ⅱ. 第２部 自立編

｢商い｣ とは ｢子育て｣ とは──

Ⅲ. 第３部 激動編

｢商い｣ とは ｢人間関係｣ とは──
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講
師
・
後
藤
敬
子
さ
ん
は
病
院
勤
務
の

傍
ら
、
平
成
八
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

｢

思
春
期
教
室｣

や

｢

相
談

窓
口｣

を
継
続
し
て
行

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

八
幡
中
学
校
か
ら

始
ま
っ
た

｢

思
春

期
教
室｣

は
近
隣

の
市
や
町
の
小
中

学
校
や
高
校
か
ら

も
要
請
が
あ
る
他
、

妊
娠
中
の
両
親
学
級
・

保
育
園
は
じ
め
乳
幼
児
の
子

育
て
講
演
会
、
そ
し
て
小
中
高
の
保
護
者

向
け
研
修
会
や
講
演
会
の
依
頼
も
増
え
て

い
ま
す
。
病
院
勤
務
に
支
障
を
来
た
さ
な

い
よ
う
努
め
な
が
ら
も
、
命
を
見
つ
め
、

子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
今
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
で
き
る
限
り
応

じ
て
い
き
た
い
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
一
九
年
一
一
月
、
第
二
九
回
母
子

保
健
奨
励
賞
受
賞
あ
わ
せ
て
毎
日
新
聞
社

賞
受
賞
の
英
に
輝
き
、
皇
太
子
両
殿
下
に

お
祝
い
の
言
葉
を
賜
っ
た
方
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
講
演
は
ご
く
身
近
な
か
つ
豊
富
な
事

例
を
挙
げ
て
、｢
親
子
の
一
緒
に
い
る
時

間
の
大
切
さ｣

や
上
手
に
表
現
で
き
る
言

葉
を
持
た
な
い
子
供
の｢
心
を
開
く
言
葉｣

に
触
れ
、
す
ぐ
に
で
も
大
人
の
出
来
る
こ

と
は
何
か
？
を
問
い
、
気
づ
か
せ
て
く
れ

る
名
講
演
で
し
た
。
会
場
は
実
績
に
裏
づ

け
さ
れ
た
後
藤
さ
ん
の
真
剣
な
語
り
掛
け

に
、
圧
倒
さ
れ
つ
つ
も
大
い
な
る
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。
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